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ボス立応用事例 

高速ボス立成形技術（摩擦熱を利用した板鍛造） 

メリット 

・成形速度：速い 

（ボス形状：φ５，高さ：５以上→０．６秒以下） 

・強度低下なし（母材と同等） 

・各種素材に適応可能（特に，Mg に有効） 

・常温で成形可能 

・各サイズのボス成形可能 

（直径：φ２～φ10，高さ：0～10mm） 

 

軽量難加工材であるアルミニウム合金、マグネシウム合金を対象とした 3 次元精密順送プ

レス技術を確立する。具体的には、金型内において薄板へのボス立て加工を摩擦攪拌プロ

セスによる結晶組織制御（動的再結晶）にて行なう技術である。スタッド接合によるボス

部成形と比べ，歩留まり（約 100％），成形時間（1 秒以下）の短縮によりコストの削減が

期待できる．この技術開発により企業が国際競争し続けるために不可欠な高度プレス加工

技術を確立する。  

 

直径φ3mm，高さ 5mm以上 直径φ5mm，高さ 5mm以上 

板材からのボス一体成形 

 
中心に穴のあるボス成形 

（加工回数：1回） 

家電内装部品 

携帯機器カバー部品 

車両部品（内装，外装） 

基盤部品 

建材（シャッター，窓枠） 

  など 

ターゲット製品 

 

 

ボス立成形後，順送
で絞り加工が可能 

 

常温でボス成形 サーボプレスで絞り加工 
量産が可能 

 


